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１ 研究活動の方針

小千谷市の学校教育におけるスローガン「心豊かに たくましく生きる 小千谷

の子ども」の具現を目指し、資質能力を高め合い、指導力の向上に努めている。

２ 研究活動の実際

(1) 研究活動の組織

○ 研究推進組織

ア 生徒指導研修委員会 イ 情報教育研修委員会 ウ 教職員研修委員会

エ 実務研修委員会（学校保健研修・学校事務研修・学校栄養研修）

○ 事業推進組織

ア 科学教育推進委員会 イ 芸術教育推進委員会

ウ スポーツ教育推進委員会 エ 生徒会活動推進委員会

オ 特別支援教育推進委員会

(2) 各組織の活動

小学校と中学校の職員が合同で委員会を組織し、各委員会の課題による研修

・事業推進及び上部団体等の関連事業・委託事業を推進する。また、教育委員

会との連携を確実なものとするために、各委員会には教育委員会からも参加す

る。各委員会の正副委員長には校長をあてた指導体制とし、委員会主催の研修

会には、全会員が、年１回以上積極的に参加している。

(3) 市小教研として

① ・ 月…研究実践協力校(算数 ・研究実践協力者（ 校とも国語）それ10 11 2）

ぞれが授業公開・検討会を実施し、市内の全教員がどれかの学校に参加。

② ２月…「学習指導改善調査」の結果を受け、各校の学習指導改善の試み及

び研究協力者の研究実践等の研究集録の発刊・配布

３ 市小教研が関係した研究会

○ 文科省指定 学力向上実践研究推進事業「総合的な学習の時間」

①公開授業（ 年・ 年・ 年） ②全体会 ③分科会 ④講演会3 5 6
講演 新学習指導要領本格実施に向けて 文科省 教科調査官 田村 学様

千田小学校 １０月 ２７日(水）




